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技術の概要

３．技術の効果

 　切削オーバーレイを想定した構内試験施工で、Ｌ型止水テープの効果を以下の手順で確認しました。
①既設アスコンを10cm切削、②立ち上がり部分へプライマーを塗布してＬ型止水テープを設置(比較とし
て成形目地材( Ｉ 型)も設置した)、③基層部分にアスコン5cm、表層にポーラスアスコン5cmを施工、④Ｌ
型止水テープを設置した箇所でコア供試体を採取、⑤この基層部分で加圧透水試験を実施しました。Ｌ
型止水テープは設置した後も倒れること無く、コア供試体の加圧透水試験でも、不透水もしくは透水が極
めて少ない結果でした。一方、Ｉ 型の成形目地材では、一部、倒れる箇所があり、透水量が多い供試体
がありました。

４．技術の適用範囲

・橋面舗装および土工部のアスコンを舗設する施工ジョイントで、そこがアスコン、構造物(防水材があっ
ても）でも適用できます。
・ただし、歩道などで、手引き施工で大型の転圧機を使用できない場合には、舗設時のアスコンの熱によ
るＬ型止水テープの溶着が期待できない箇所では、本来の効果を得られない場合があります。

２．技術の内容

５．活用実績

国の機関　10　件　（九州　1　件　、九州以外　9　件　）
自治体　　 688 件　（九州　47　件　、九州以外　641　件　）
NEEXCO　 98　件　（九州　6　件　、九州以外　92　件　）
民　 間　　   9　件　（九州　3　件　、九州以外　6　件　）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　舗装工事におけるアスコンの舗設では、既設アスコンや先行して施工されたアスコンとのジョイントおよ
び構造物とのジョイントに、施工目地ができます。施工目地の立ち上がり部にタックコートを塗布してから
アスコンの舗設が行われている場合もあります。しかし、舗装の端部では施工時に混合物温度が下がり
やすいことや構造物に隣接する箇所では転圧作業を行いづらいので、中央部より締固め度が低くなりや
すい傾向があります。よって、多くの施工目地では供用後に隙間ができてしまいます。そこから、雨水が
舗装の内部に浸入すると、橋面舗装ではアスコンの剥離、土工部では路盤の支持力低下やアスコン層
間の付着切れが生じて、舗装の破損に繋がります。
　この対策として、成形目地材が使われる場合が増えてきましたが、立ち上がり面の凹凸状態などに
よって、アスコンの舗設前に倒れるようによれてしまうことが課題でした。

　Ｌ型止水テープは、施工面(水平な部分）から立ち上がり部分(垂直な部分）にかけて設置できるように、
形状をＬ型にして設置安定性を高めたものです。これにより、立ち上がり部が切削面のような凹凸形状で
あっても、倒れてよれる課題が改善されました。また、このＬ型止水テープは変形追従性が高いので、
10mm程度引張っても剥がれない接着性を有しています。
　施工ジョイントはダストが付着している場合が多く、Ｌ型止水テープを設置する面に専用プライマーを塗
布して接着性を高めます。その箇所は、アスコン、コンクリート構造物の他に防水材(アスファルト系、ウ
レタン系)が施工されている場合があります。この専用プライマーはアスコンをカットバックすることなく、ウ
レタン系の防水材にも接着する性能を有しています。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

写真-1 Ｌ型止水テープの形状と橋面舗装で地覆へ設置した状況

表-1 Ｌ型止水テープの性状 表-2 プライマーの性状

図-1 加圧透水試験の状況と試験結果

図-2 Ｌ型止水テープの引張り試験の状況と結果

図-3 Ｌ型止水テープと成形目地材の構内試験施工の状況と加圧透水試験結果

L型止水テープ 成形目地材( Ｉ 型)


